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【本報告書について】 

本報告書は、「飯綱町立飯綱病院経営強化プラン」（令和 6年 3 月策定、計画期間：令和 6〜10 年度）の令和 6 年度

（2024 年 4 月 1 日〜2025 年 3月 31 日）における実施状況を令和 6年度決算結果に基づき点検・評価したものです。 

本報告書は、飯綱病院事業検討委員会に報告し、評価を受けた後、当院ホームページ等で公表します。 
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■ はじめに 

飯綱町立飯綱病院（以下「飯綱病院」という。）は、令和 6 年 3 月に「飯綱町立飯綱病院経営強化プラン」（計画期間：

令和 6 年度〜令和 10 年度）を策定しました。本プランは「持続可能な地域医療提供体制を確保するための公立病院経営

強化ガイドライン」（総務省、令和 4 年 3 月）に基づき策定したものです。 

本プランでは毎年度、決算に基づいて各指標の達成状況や計画事項の実施状況を整理し、外部委員で構成される飯綱病院

事業検討委員会において評価を受け、その結果をホームページ等で公表することとしています（プラン 8 章「点検・評

価・公表」）。 

令和 6 年度（2024 年度）は、新型コロナウイルス感染症補助金の終了・物価・光熱費の高騰という厳しい経営環境の

中、介護療養病床 21 床の廃止（不採算地区病院第 2 種指定取得）、地域包括ケア病床開設に向けた病棟再編準備、デジ

タルマンモグラフィ等の設備更新を実施しました。本報告書はその成果と課題を点検・評価したものです。 

 

■ 病院の基本情報（令和 6 年 3 月 31 日現在） 

病院名 飯綱町立飯綱病院 所在地 
長野県上水内郡飯綱町大字牟

礼 2220 

開設者 飯綱町 TEL / FAX 026-253-2248 / 026-253-6973 

経営形態 地方公営企業法一部適用 救急告示 
救急告示病院（一次・二次救

急対応） 

許可病床数（R6 年度） 
140 床（一般病床 110 床、医

療療養病床 30 床） 
診療科 

16 科（内科・外科・整形外

科・歯科 等） 

職員総数（R7.3.31） 
常勤 195 人（医師 6・看護師

61・医療技術員 25・事務 7・

その他 6 等） 
計画期間 

令和 6 年度〜令和 10 年度（5

か年） 
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■ 令和 6 年度の主な取組概況 

令和 6 年度は、全国的に病院経営が「冬の時代」と言われる厳しい環境のなか、経営強化プランに基づく取組を開始しま

した。主な取組の概要は以下のとおりです。 

 

◆ （1）病床再編・機能転換 

国の制度終了（介護保険法）に伴い、令和 6 年 3 月 31 日で介護療養病床 21 床が廃止となりました。令和 6 年 4 月 1 日か

ら許可病床数を 161 床から 140 床（一般病床 110 床、医療療養病床 30 床）に変更し、飯綱病院事業の設置等に関する条

例の一部を改正しました。これにより新たに不採算地区病院第 2 種の指定を受け、基準内繰入金が増額となりました。ま

た、令和 7 年度から開始する地域包括ケア病床の設置及び病床再編（103 床体制）に向け、経営コンサルタントの支援を

受けながら病棟集約の準備を進め、モニター移設及びチャンネル変更作業等の準備工事を実施しました。 

 

◆ （2）施設・設備の整備・更新 

老朽化した設備の計画的更新として、AC 空調機コイル・ファンユニット（A 棟 5 階・C 棟）、エレベーター（C 棟・A棟 1

号機・2 号機）、吸引装置、圧縮空気コンプレッサーの更新工事を実施しました（建設改良費合計：121,111,309 円）。

設備購入では、FPD デジタル乳房 X 線撮影装置（マンモグラフィ・28,300 千円）を令和 6 年 12 月に導入し、乳がん検診

機能を強化しました。また、電子カルテシステムへの電子処方箋サービス（富士通製）の整備も実施しました。 

 

◆ （3）医師・看護師等の確保 

常勤医師 6 名（内科医 1・外科医 1・整形外科医 3・歯科医 1）体制を前年同数で維持しました。パート職員（非常勤医

師）は 32 名（前年比＋2 名）を確保し、内科・外科・整形外科・眼科・脳神経外科・耳鼻咽喉科・泌尿器科・歯科・当

直医・健診医の 16 科体制を維持しました。看護師については産休・育休取得者の欠員補充を優先に努め、61 名（准看護

師 3 名含む・産休育休 3 名含む）体制で運営しました。令和 7 年度の 3 人夜勤体制実現に向けた労働環境整備の準備を進

めました。 

 

◆ （4）診療報酬の適正取得・デジタル化対応 

施設基準の見直しにより、急性期一般入院料 5（6 から変更）・入退院支援加算 1（3 から変更）・感染対策向上加算 3・

サーベイランス強化加算・医療 DX 推進体制整備加算を届出しました。また、外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）・入

院ベースアップ評価料 51・検体検査管理加算（Ⅱ）の届出により、診療報酬の適正取得と職員処遇改善を実現しまし

た。令和 6 年 9 月よりキャッシュレス決済を拡充しました。 

 

◆ （5）新興感染症対策 

感染症法上 5 類への移行後も発熱外来を継続設置し、感染陽性者の入院対応体制を維持しました。コロナ・インフルエン

ザワクチンの個別接種体制を院内で整備・実施しました。感染対策向上加算 3・サーベイランス強化加算の施設基準届出

により、感染管理体制の制度的整備を推進しました。 
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■ 経営指標の達成状況 

◆ （1）収支・経営に関する主要指標 

※ 計画値：経営強化プラン（R6.3 策定）の令和 6年度目標値。 

※ R6 実績（緑色太字）：令和 6年度病院事業決算状況・病院経営分析比較表に基づく。 
※ 病床利用率は R2〜R6 の推移を事業報告書 P.225 より引用。 

 

指 標 R4 実績 R5 実績 R6 計画値 R6 実績 評 価 

経常収支比率（%） 101.7 101.8 96.8 105.3 

【○達成】計画 96.8%を 8.6pt 上

回り、100%超を達成。他会計繰

入金の大幅増（計画 252 百万円

→実績 628 百万円）が主因。 

修正医業収支比率（%） 86.0 77.8 83.2 75.5 
【×未達】前年度 74.1%からは

1.4pt 改善。入院収益の増加（前

年比 7.9%増）が寄与。 

医業収支比率（%） 82.9 81.8 90.2 83.2 

【×未達】医業費用 2,150 百万

円に対し医業収益 1,788 百万

円。介護収益の減少も影響。医

業外収益による補填が必要な構

造は継続。 

病床利用率（%） 59.8 54.9 72.1 64.1 

【△一部達成】計画 72.1%は未

達。ただし前年 54.9%から 9.2pt

改善。病床削減の効果で比率は

上昇。160 床換算では 55.6%（前

年比 0.7pt 増）。 

職員給与費対医業収益比率（%） 58.2 58.9 56.4 58.7 

【×未達】給与費 1,050 百万円

に対し医業収益 1,788 百万円。

ベースアップ・物価上昇による

給与費増が主因。令和 7 年度以

降の収益拡大と費用の効率化が

課題。 

後発医薬品使用割合（%） 92.01 92.94 92.3 94.35 
【○達成】引き続き高水準を維

持。 

 

〔出典〕令和 6年度病院事業決算状況・病院経営分析比較表 

令和 6年度飯綱町病院事業会計決算書 事業報告書（経営指標の推移） 

 

◆ （2）患者数・診療実績に関する指標 

※ 患者数は事業報告書 3業務（1）事業量（P.230）より。 

入院単価は令和 6 年度病院事業決算状況・病院経営分析較表における入院収益÷入院延患者数で算出。 

 

指 標 R4 実績 R5 実績 R6 計画値 R6 実績 評 価 

一日平均入院患者数（人） 96.2 88.4 92.0 89.7 

【△一部達成】計画 92.0 人をや

や下回る。前年比 1.3 人増。一

般 66.9 人・療養 22.8 人。診療

実日数 365 日。 

年間入院患者延数（人） 35,122 32,354 33,580 32,741 

【△一部達成】計画比 839 人不

足。前年比 387 人増

（101.2%）。前年発生クラスタ

ーが今年は回避できた効果が反

映。 

一日平均外来患者数（人） 281.6 257.1 280 249.7 
【×未達】計画 280 人を 30.3 人

下回る。前年比△7.4 人
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（97.1%）。外科・整形外科・透

析・訪問・眼科・特養で受診控

えの影響が継続。 

年間外来患者延数（人） 75,200 69,420 75,600 67,423 
【×未達】前年比 1,997 人減

少。医科 62,974 人・歯科 3,964

人・介護 485 人。 

患者 1 人 1 日当たり入院収入

（円） 
26,043 26,962 28,900 28,753 

【○概ね達成】入院収益 941 百

万円÷32,741 日。計画比△144

円。診療報酬改定への積極的対

応が成果を上げた。 

患者 1 人 1 日当たり外来収入

（円） 
8,417 8,405 8,800 8,644 

【△一部達成】外来収益 583 百

万円÷67,423 人。計画比△156

円。単価は前年を上回るが患者

数減少が影響。 

 

〔出典〕令和 6年度病院事業決算状況・病院経営分析比較表 

令和 6年度飯綱町病院事業会計決算書 事業報告書 3 業務（1）事業量（P.230） 

 

◆ （3）病院機能に関する指標 

 

指 標 R4 実績 R5 実績 R6 計画値 R6 実績 評 価 

許可病床数（床） 161 161 140 140 

【○達成】R6.4.1 から 140 床

（一般 110・医療療養 30）に計

画どおり変更。不採算地区第 2

種指定取得。 

リハビリ実施件数（件） 22,249 20,433 23,500 21,855 

【△未達】理学療法 16,919 件・

作業療法 4,936 件の合計 21,855

件。計画比 1,645 件不足。外来

件数の減少が影響。 

訪問診療件数（件） 267 229 250 205 
【×未達】前年比△24 件。計画

比△45 件。 

地域医療連携室相談件数（件） 5,083 7,504 7,400 8,423 
【○達成】前年比 919 件増。地

域医療連携室相談体制を拡大。 
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■ 令和 6 年度 収支計画対比 

◆ （1）収益的収支 

※ 単位：百万円（百万円未満四捨五入）。計画値は経営強化プラン収支計画（R6）の数値。 

※ 実績は令和 6 年度病院事業決算状況・病院経営分析比較表より。 

 

科 目 
R6 計画値 

（百万円） 
R6 実績 

（百万円） 
差 異 （実

績−計画） 
主な差異の説明 

病院事業収益 合計 2,138 2,372 ＋234 
医業外収益の大幅増（＋349 百

万円）が全体を牽引。 

  医業収益（料金収入＋その他） 1,904 1,789 ▲115 
介護療養廃止による介護収益

減、外来患者減が影響。入院

収益は前年比＋7.9%。 

  医業外収益（繰入金・補助金・戻入

等） 
234 583 ＋349 

他会計繰入金増加。町から追

加 400,000 千円の繰入。 

病院事業費用 合計 2,209 2,251 ＋42 
経費増が原因。減価償却費は

計画を下回る。 

  医業費用 2,110 2,150 ＋40 

給与費 1,297 百万円（計画比

＋223 百万円）、材料費 239 百

万円（計画比＋29 百万円）、

経費 494 百万円（計画比▲207

百万円）。 

    うち職員給与費 1,074 1,050 ▲24 
退職給付費（賞与引当金 62 百

万円含む）増、人事院勧告に

伴う賃上げを実施。 

    うち材料費 210 239 ＋29 
入院患者数増加及び物価高騰

の影響。 

    うち経費 701 745 ＋44 
修繕費は減少。委託費・光熱

水費が増加。 

    うち減価償却費 122 115 ▲7 前年比▲2.0 百万円。 

  医業外費用 99 101 ＋2 

企業債利子 20.3 百万円（前年

比▲2.4 百万円）。雑損失

78.7 百万円（長期未払消費税

等含む）。 

  特別損失 0 0.3 ＋0.3 
不能欠損処分 200,300 円含

む。 

経 常 損 益 ▲71 121 ＋192 
計画の赤字▲71 百万円から転

じ、121 百万円の黒字。他会計

繰入金増が主因。 

当年度純損益 ▲71 120 ＋191 
当年度純利益 120,269,352 円

（120,584,352 円−特別損失

315,000 円）。 

累積欠損金（未処理欠損金） 424 212 ▲212 
当年度純利益計上により前年

度 332 百万円から 212 百万円

へ 120 百万円改善。 

 

〔出典〕令和 6年度病院事業決算状況・病院経営分析比較表 
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◆ （2）資本的収支 

※ 単位：百万円。令和 6年度病院事業決算状況・病院経営分析比較表より。 

 

科 目 
R6 計画値  

（百万円） 
R6 実績 

（百万円） 
差 異 主な内容 

資本的収入 合計 290 257 ▲約 33 百万円 
企業債 117 百万円・他会計

負担金 140 百万円・寄附金

0.1 百万円。 

  企業債 152 117 ▲約 35 百万円 前年比△8.3%。 

  他会計負担金（資本的） 138 140 ＋約 2 百万円 
企業債元金 138 百万円・建

設改良費 2 百万円。 

資本的支出 合計 378 346 ▲約 32 百万円 
企業債償還金 223 百万円・

建設改良費 121 百万円・投

資 1 百万円。 

差引不足額（損益留保資金等で補填） 88 89 ほぼ計画どおり 損益勘定留保資金で補填。 

 

■ 一般会計繰入金の状況 

※ 令和 6 年度病院事業決算状況・病院経営分析比較表より。 

 

区 分 
R6 計画値  

（百万円） 
R6 実績 

（百万円） 
前年度実績 

（百万円） 
主な内訳 

収益的繰入金 他会計負担金 252 629 524 

救急 148 百万円・保

健衛生事務 16 百万

円・企業債利息 13 百

万円・不採算地区 26

百万円・医師派遣 33

百万円・コロナ減収

対策 346 百万円 等 

資本的繰入金 他会計負担金 138 140 133 
企業債元金 138 百万

円・建設改良費 2 百

万円。 

繰入金 合計 390 769 657 

前年度比 112 百万円

増（17%増）。計画比

大幅超過（計画 390

百万円→実績 769 百

万円）。 

 

【繰入金大幅増の背景】 

収益的繰入金が計画 252 百万円に対し 629 百万円と大幅に超過した主な理由は以下のとおりです。 

① 不採算地区病院第 2 種指定の新規取得（介護療養病床廃止により許可病床 140 床となり要件を満たした）により不採算

地区病院補助が新たに計上。 

② 医業収益では費用増加分を補えないことから、町からの追加繰入（400,000 千円）が行われた。 

これら基準内繰入金の増額により経常収支比率 105.3%を達成したが、本来の医業収支比率は 83.2%と計画を大幅に下回って

おり、収益基盤の強化が引き続き重要課題である。 
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■ 計画事項の取組状況 

※ 評価：○達成 ／ △一部達成・継続 ／ ×未達 

 

◆ （1）医療機能・診療体制に関する取組 

 

取組項目 R6 計画内容 令和 6 年度の実施状況 評価 

介護療養病床廃止・140 床体

制への移行 

R6.4.1 から 140 床（一

般 110・医療療養 30）

への変更 

計画どおり実施。不採算地

区第 2 種指定取得。条例改

正（議案第 84 号・12/17

議決）。 

○ 

救急医療体制の維持（365 日

24 時間） 
救急告示病院として救

急体制を維持 

診療実日数 365 日（前年比

△1 日）で体制を維持。一

次・二次救急対応を継続。 
○ 

診療体制の強化・維持 
「かかりつけ病院」と

しての役割強化 

近隣医療機関への連携依頼

訪問実施。 

地域包括ケア病床運営連携

協議会を設置、開催し、病

床再編準備にあたり近隣医

療福祉事業所との連携を強

化。 

○ 

地域包括ケア病床の開設準備 
令和 7 年度開設に向け

た準備を推進 

経営コンサルタントの支援

を受け病棟再編を計画。モ

ニター移設・チャンネル変

更作業（110 千円）を実

施。令和 7 年 4 月開設予

定。 

○ 

透析医療の継続 人工透析体制の維持 

透析関連設備の修繕・部品

交換を実施し体制を維持

（溶解装置定期部品交換

1,012 千円、透析用水作成

装置修理 219 千円等）。 

○ 

訪問診療・在宅医療の充実 訪問診療 250 件/年 
訪問診療体制を継続維持。

訪問診療件数 205 件。計画

比▲45 件。 
△ 

リハビリテーション機能の維

持 
リハビリ 23,500 件/年 

理学療法 16,919 件・作業

療法 4,936 件＝21,855 件

（計画比▲1,645 件）。外

来患者減少が影響。 

△ 

診療報酬の適正取得（施設基

準の充実） 
施設基準の整備による

収益確保 

急性期一般入院料 5・入退

院支援加算 1・医療 DX 推

進体制整備加算・ベースア

ップ評価料等を届出。単価

向上に貢献。 

○ 

 

◆ （2）人材確保・組織体制に関する取組 

 

取組項目 R6 計画内容 令和 6 年度の実施状況 評価 

常勤医師の確保 
信州大・山梨大・長野

市民病院等との連携 

常勤医 6 名体制を維持（前

年同数）。パート医師 32

名（前年比＋2 名）確保。

16 診療科体制を維持。 

○ 
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看護師の確保・定着 
多様な採用制度の活

用、夜勤体制整備 

看護師 61 名（前年比△2

名・産休育休 3 名含む）体

制を維持。会計年度任用看

護師 28 名・准看護師 2 名

を確保。 

△ 

医師の働き方改革（A 水準維

持） 
年 960 時間以内の時間

外管理 

A 水準（年 960 時間以内）

を維持。顔認証勤怠管理シ

ステムによる出退勤管理を

継続。当直は宿直許可を維

持。 

○ 

3 人夜勤体制への準備 
令和 7 年度実現に向け

た準備 

病棟再編（2 病棟体制）の

準備を完了。令和 7 年 4 月

から 3 人夜勤体制の実現に

向けた看護師確保を推進。 

○ 

医療技術員・事務職員の確保 
専門職の確保とスキル

アップ支援 

医療技術員 25 名（前年比

＋1 名）確保。薬剤師 3・

臨床検査技師 4・放射線技

師 4・理学療法士 6・作業

療法士 2・臨床工学技士

4・管理栄養士 2 名等を維

持。 

○ 

 

◆ （3）施設・設備・デジタル化に関する取組 

 

取組項目 R6 計画内容 令和 6 年度の実施状況 評価 

修繕計画の策定 
R6 年度中に修繕計画を

策定し優先順位・財源

を町と協議 

空調機・エレベーター・吸

引装置等の計画的更新を実

施（建設改良費 121 百万

円）。引き続き給排水・電

源設備等の修繕計画策定に

向け協議継続。 

△ 

FPD デジタルマンモグラフィ

の導入 
施設・設備の計画的更

新 

令和 6 年 12 月に導入完了

（28,300 千円）。乳がん

検診機能を強化し、令和 7

年 1 月より運用開始。 

○ 

電子カルテシステム更新の検

討 
更新時期到来に向けた

機種検討 

電子処方箋サービス（富士

通製・電子カルテシステ

ム）の整備（2,790 千円）

を実施。電子カルテ本体更

新の検討を継続。 

○ 

医療 DX・マイナ保険証対応 
医療 DX 推進体制整備加

算の届出 

医療 DX 推進体制整備加算

の施設基準届出を実施。マ

イナ保険証対応の環境整備

を完了。 

○ 

キャッシュレス決済の拡充 
電子決済の多様化によ

る未収金抑止 

令和 6 年 9 月よりキャッシ

ュレス決済を拡充実施（議

案第 65 号で条例整備済

み）。 

○ 
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◆ （4）新興感染症・住民理解に関する取組 

 

取組項目 R6 計画内容 令和 6 年度の実施状況 評価 

院内 ICT による感染管理 
感染制御チーム（ICT）

の継続活動 

感染対策向上加算 3・サー

ベイランス強化加算の施設

基準届出実施。ICT 活動を

継続。 

○ 

発熱外来・感染症受入体制の

維持 
発熱外来専用体制の維

持 

5 類移行後も外来診療内で

発熱外来を継続設置。コロ

ナ・インフルエンザワクチ

ン個別接種を院内実施。 

○ 

住民への情報発信・広報 
ホームページ・広報誌

等での情報公開 

ホームページ更新・病院広

報活動を継続。地域包括ケ

ア病棟のご案内

（R7.3.19）等を公表。 

○ 
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■ 令和 6 年度の総合評価と今後の方針 

◆ （1）令和 6年度 総合評価 

 

経常損益 ・収益性 

当年度純利益 120,269,352 円（約 120 百万円）を計上。 

計画では▲71 百万円の赤字を見込んでいたが、他会計繰入金が計画 252 百万円に対し 629 百万円と

なり、経常収支比率 105.4%と健全経営の水準 100%を超えた。入院収益は前年比 7.9%増と改善した

が、修正医業収支比率は 75.5%と計画値を下回った。累積欠損金は 332 百万円→212 百万円へ 120 百

万円減少した。 

一方、本来の医業収支比率は 83.2%（計画 90.2%を下回る）であり、医業外収益（繰入金）への依存

構造は継続している。収益基盤の強化が引き続き最重要課題。 

入院・病床 

病床利用率 64.1%（計画 72.1%・前年 54.9%）。 

計画値は未達だが前年比 9.2pt 改善。ただし病床削減効果を除いた 160 床換算では 55.6%（前年比

0.7pt 増）にとどまる。入院患者数 32,741 人（前年比 387 人増）、入院単価 28,756 円（計画比

△144 円）。令和 7 年度の地域包括ケア病床設置・103 床体制移行と病床利用率 90%達成が重要目

標。 

外来・ 地域医療 

外来患者数 249.7 人/日（計画 280 人・前年 257.1 人）。計画を大幅下回る。 

外科・整形外科・透析・訪問・眼科・特養患者でコロナ禍の受診控え影響が継続。人口減少・高齢

化が続く中、かかりつけ医機能の強化・予防医療の推進・地域医療連携の充実による外来患者確保

が課題。 

人材・ 組織体制 

常勤医師 6 名・看護師 61 名・医療技術員 25 名の体制を維持。 

医師の働き方改革は A 水準を維持。看護師数は前年比 2 名減少（産休育休 3 名含む）。令和 7年度

の 2 病棟・3 人夜勤体制実現に向けた看護師確保が最重要課題。人事院勧告に伴う賃上げを実施し

た。 

施設・設備 ・DX 

空調・エレベーター等の老朽設備更新、デジタルマンモグラフィ導入、電子処方箋整備を実

施。 

建設改良費 121 百万円を執行。医療 DX 推進体制整備加算の届出、マイナ保険証対応の環境整備を完

了。電子カルテ更新の検討を継続中。修繕計画の策定は継続課題。 

 

◆ （2）令和 7年度に向けた主な取組方針 

 

課題・事項 令和 7 年度の取組方針 

【最重要】 病床機能

転換・ 103 床体制へ

の移行 

令和 7年 4 月 1 日から許可病床数を 103 床（一般病床 52 床・地域包括ケア病床 26 床・医療療養

病床 25 床）に変更し、2 病棟体制に移行する。 

・地域包括ケア病床の設置により在宅復帰率 75%達成を目指す。 

・3 人夜勤体制の実現による看護師の労働環境整備を完了する。 

・病床利用率目標 90.0%（R7 計画値）の達成に取り組む。 

医師・看護師 の確保 
信州大学医学部・山梨大学医学部・長野市民病院等との連携強化により常勤医師の安定的な確保

を推進する。看護師については 2 病棟体制に必要な適正人員を確保し、3 人夜勤体制を実現する。 

外来患者の 確保・増

加 

かかりつけ医機能の発揮・維持に取り組み、町民健診・予防接種・各種健診等の公衆衛生活動を

積極的に展開する。地域医療連携室の相談・紹介体制を充実し、近隣病院からの逆紹介患者の受

入を推進する。一日外来目標：280 人（R7 計画値）。 

経営の効率化 ・収益

改善 
地域包括ケア病床の設置による新たな診療報酬（在宅復帰機能強化加算等）の取得を図り、収益

増加に取り組む。R7 目標値：経常収支比率 100.5%・修正医業収支比率 85.4%。 

施設設備 の更新 
修繕計画に基づき給排水・電源・冷暖房設備等の老朽化施設の計画的更新を推進する。電子カル

テシステムについては、具体的な更新計画を作成する。 
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■ 参考 経営指標の推移（R2〜R6 年度） 

〔出典〕令和 6年度病院事業決算状況・病院経営分析比較表 

 

指 標 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度（実績） 

経常収支比率（%） 99.0 100.9 101.7 101.8 105.3 

修正医業収支比率（%） 83.8 87.6 86.0 77.8 75.5 

病床利用率（%） 68.6 60.1 59.8 54.9 64.1 

一日平均入院患者数（人） 110.4 96.8 96.2 88.4 89.7 

一日平均外来患者数（人） 279.1 288 281.6 257.1 249.7 

医業収益（百万円） 1,807 1,753 1,763 1,704 1,789 

入院収益（百万円） 991 881 915 872 941 

外来収益（百万円） 592 629 633 583 583 

医業費用（百万円） 2,073 2,034 2,126 2,085 2,150 

他会計繰入金・収益的（百万

円） 
330 285 350 524 629 

経常損益（百万円） △23 20 38 40 121 

当年度純損益（百万円） △23 20 38 40 120 

累積欠損金（百万円） 430 410 372 332 212 

許可病床数（床） 161 161 161 161 140 

職員総数（常勤） 200 208 197 198 195 

 

※ R2～R6 実績について、病床利用率は事業報告書記載の経営指標推移より。一日平均患者数は、決算書事業報告書 3 業務（1）事業

量より。 
※ 「他会計繰入金・収益的」は R6 が 629 百万円。 
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